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強度一粒径関

係顧
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⑪.亙竃.葦三宝簑

粒径1醐1

鎮をレ500b風rsおよび王000b鵬で延性変形に近づく

応カｰ歪曲線から降伏強度および最大強度を読みとり

粒径との関係を調べてみると表ヱおよび鶏5図のよう

にな私最大強度は五b肌(常圧)降伏強度は500

bar蟻の場合を示す｡この図から強度と粒径の間には密

接な関係があり

ヴ鵬企鶯

であらわ窒れることがわかる.ここにdは粒径nは

定数である苗

ごの武は金属の強度と粒径の関係についてP銚｡hの

式として知られているのと同様であって大理石が力学

約に金属とよく似ているばかりでなく結結構造的にも

類似してい弓ことを示しているものとして興味深い｡

今後の問題としてさらに多くの試料について測定を

行なう義ともに一方では横波速度の測定受振波長の

褒化の測定なども試みる必要があろう,横波振動予は

常圧用で性能のよいも酬滝るが本装置に組込むため

には直径10mm申以下にすることが必要で技術的に可

能であるカミ性能の点で必ずしもよくないようである.

試作した振動子で試みた範囲では縦波と干渉して初動

を読みにくくしている場合が多いカミ試料によっては明

確に読みとることができる圭

(筆春1ま物理雛査部)
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反射法線霧探鉱は火盗約終発生蜜途花弾性波林地層の

不連続面で反射しで地表漢彪は海醐勃坑りてくる現象

を観測して地下構澄整明塗が熔淡る技術芯ある吉この

弾性波発螢の嚢源としてはダイナ常イドなどの爆薬の

爆発紀ぶること誠一般的で移る淋最近では爆薬を使用

しない葬爆薬装置利用淋広く行なわおわ湯掴において

も海上では盗乃ガン淋窒としで使われている中黒パｰ

カｰも地霧深鱗の一種で勅鳶がこれは脅波探鉱といわ

れるこを愁勅る串

弾性波終は縦波(汐波)1横波(s波)1表面波などの

種類が潜る秘現裡の反射法恐は縦波を対象にしてい

る｡ζの樺波没地層恐反射労る際ばは

度即篶は同じくそれぞれの層の縦波速度)曲各面

においてこの反射係数の割合により弾性波の反射およ

び透過(屈折)が行なわれるので地表蔵護たは海面か

ら対象反射爾蜜での弾性波の往復伝播径路随おいてそ

の途串の各地湧醐はる反射潟漢び透過の積み璽ねが行

なわれる芯あ紀なる苗じ花淋顯で受振鋤禍反射箭

録は途串の地綴の密度潟災び伝播遼度の締性蜜翁ん淳も

のでありζれを嚢糎せぽ反射記録を綱かく分桁オる

こをによりこ聰締性を酬慧胸すこをも原理的熔は可能

である血一般隠各地属閥の擦度焚他は俵播遼度褒化

に比べて微小恐鋤るの郊伝艦逮度変化湖ヴ熔讃簿して

も差し支えない串

最逝電子計算機が発瀧じそれ紀伴櫛て悉の周遡機籍

や反射を詞録するディジ夢ル探鉱機も商鍵なも碗湖現

するようにな煩て蜜花､ζれらを駆魔じで坐記⑳伝

播特性潟淡び反射波のその他の性質を利用して蜜塗に

最近の情報理論を砺み樽蝸することは鉦り反射波以

外のいわゆるゾイズがら反射波を摘出しで地下⑳地溺

のある穣の物性坤構鐙を甥確紀解析する技術秘鍛近籍麗

してい叡竃子諦算機を利用しての資料処灘は済､でジ

タル処理と=呼ばれ葛,ここではわれわれの守予なって

いる最近の地驚探鉱ディジ夢ル処理の数例紀ついて鱒単

に概翼を記すことにする由

Kイ樽一胴)x脇斗鮒)

であらわされ葛駁籔蛎反射係数の割合で反射される

ここぽ戸ガ灼はそれぞれ反射面の下および上の層の密

愛｡動糟笈総湊びc滋禦(水乎璽含法)

爆発による騨性燦がある地層繭で反射じて受振きれる

と書爆発点と受振点が同一地点の揚合の往復反射時間�
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工

をTとし爆発点から距離Xにある受振点で観測される

反射時間をT+｣Tとし爆発1受振面と反射繭の閥の

平均速度をyをすると近似的に

篶可幸X蔓､/(簑TV曼)

であらわきれる凸これは爆発点受振点間の距離が大

きいほどまた反射時間が短かいほど∬が大きくなる

ことを意味し各反射時間から4Tを差し引くことによ

りすべての反射時間然爆発点と受振点が同一の場合の

時間に補正書れるこあになる.この補正を動補正とい

う｡この補了蟹愚は上式からあかるように平均速度V

によっても焚わる刊動補正を施した各反射記録を並べ

錦婁隅水準麓部宵(積)と至言醐彩の水準璽合穣(茨)め駆録断懸

間に置きかえたような記録断面図が得られる.

次に.CDP(水平重合法)についてであるがこの方

法は第1図に示すように爆発点受観点問距離の異な

るARa･BRb･CRcのおのおのの反射径路でも反射点

は共通のR点でありBRいC艮｡も動補正を施せば

ARaと同じ反射時間になることを利用する.すなわ

ち調査測線上で爆発点と受振展開を少しづつ移動しな

がら測定し動補正を施しながら各測定デｰタｰについ

て反射点が共通の組み合わせになるように重ね合わせれ

ば水平璽含した結果が得られる.この際平均伝播速

度が実際の場合と異なるもので動補正をして重合すると

反射波形が重ならず効果カミ上らないので最適な伝播速

度で補正することが重要である,第2図は水平重合処

理結果の例で右の重合前の記録では反射時間にして

五秒以前の反射が見受けられるのに対しで共通の反射

点の王2コの組み合わせの記録を水平重合した左の記録で

は布図で見受けられる反射が明瞭になったばかりでな

く至妙以後の深部の反射もよく読みとれるようになっ

ている様子がわかる.

3.速度解析

水平重合法においては正確な伝播速度を使うことが

重要であることは今記したが前項の武からわかるよう

に動補正の量∬がわかれば逆に伝播速度が求まる串

節食図禽戚反射爾録の｡0黛の艦;諒げる漣度解析処理�
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これを行なうためには反射､細婁共通であるC服の

組の記録をとり出し｡て並べ何種類かの平均速度を彼定

してそれぞれの平均速度で動補遺をしでそれらを全

部足し合わすと最適な平均速度の揚含績振幅秘最大に

なるので速度分布が求められる沸巧理屈を利用し彪

手段が一般にとられる｡

第3図は合成した反射記録に芯の方漆を適踊レたもの

である｡有の剛ま合成した反射記録の｡鵬の艦を布

端から創こ順に爆発点受振点間願離が大慈くなるぷうに

並べたものである.左の図がこの合成記録ぽ対して

1400m/sから3400則/sまでの簑晦/竃毎の速度はついて

それぞれの平均速度で各トレｰスを動補正して夏本の

トレｰスに重ね合せたものを順悠並べて表示し花開であ

る･これにより振幅のもっとも大蓄い部分(こむでは

振幅の大小を濃淡で現わしているため黒きの濃い部分)

がその反射時間に対しての平均速度縫な篇､この方淡

をわれわれはVe1ocitySc湘(V跳撒)と呼ぶ｡中央

の図は速度を仮定する代りに爆発点受振点間距離が

2300mにおける動補正量"を仮定してそれに相当す

る平均速度で同様な手段紀より現わしたものでこの方

法を∬Sc狐と呼ぶ｡ζのようにしてVScanか

〃Sc鋤の何れかにより平均速度分布が得られること

になる､

これを実際の反射記録に対して適用した例が錦遜図で

あり右が反射記録のCDPの組のトレｰ渓を配列した

図で左がこれに∬Sc狐を適用した結果である宅

もちろん合成記録は対するものほど明確ではないが速

度分布がかなり正しく求められることがわかる.

轟｡ヂ〆㌶ン球り嵐一シ嚢ン

地驚探鉱反射詞翻ζは反射繭からの五回の反射の他

縫衡醐坂射を繰資返灯油ゆる璽複反射淋含凄れるこ

鋤捗い島とく紀海上鑓震探鉱では海繭海崖閥の重

複反射秘強く共鳴現象による残響をして滋率ルギｰが

畏瞭閥保持凄杓る僚陶が勅る昔

鶏§関の､ヒ図がその残饗を起こしている反射記録か一

部分でめ葛､この部分では憾ぽ岡し麟閥間隔で波が

並びいずれ淋輿の反射か判別脳来なくなりでいる害こ

の換象紀対して情報理輪1ζ整っい恕高度な数学的等法

であるデイ驚ン恭リ蝋㎞シ嚢ンを適馬してこれをとり

除くζと秘で巷る.欝警園の下図秘このディ鴛ン削)

狐一ジ欝ン処理を適用じ花後の緕築で波列秘整理慈れ

て反射の検餓溶轟な分解能の高い寵録が得られること

がわかる吉

§.哩∀フイ格参一(時間によって変化するフィ

ノレタｰ)

地震探鉱記録はは周波数カットまたはバスのフィルタ

ｰを施すことが通常行なわれる､しかし弾性波は長い

径路を経るほどすなわち時間が長くかかるほど高周波

数成分カミ失われて低周波数成分が卓越するようになるの

で1つの周波数フィルタｰで浅い反射から深い反射ま

でを判別しやすくするようにすることは無理な場合が多

い.したがって浅い反射に対しては高分解能の特

性をもつ高周波数を活かし深い反射に対しては深部

まで到達する低周波数を活かすようにすることが望蜜し

い.このために時間毎に遮断周波数幅を焚走るγy

綴織帖
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策嵩図

㌘y入ざルタｰ処理の綱

フィルタｰをディジタル処理の過程で適用した例が策6

図である｡この図の右端がフィルタｰを施す前までの

処理結果の記録でありこれに51コの異なった幅のフィ

ルタｰを施し花それぞれの緒巣茄その左のδつの記録で

あ!)このテストに基づいて最終的にTVフィルタｰを

施し彪緕果秘左端の記録である.このようにして浅

い反射深い反射それぞれの粋性を活かした結果が得ら

れる由

6.泰おめ

現在われわれが行なっている若干のディジタル処理の

例について説明したζの伽㌶欝料編集締繋形凄

らには多成分のフィルタｰなどのディジ幻汐処理秘榊2

アナログでもプロット1璽禽1レｰザｰ深弗嚇ンな婆の

処理が行なわれる掴

雌=紙洲崎嚇蜘飼綿綿㍗嚇蹄軸納織

岩石の電･気的性質

哨瞭糞繍1嫉蛸織蛸!綿蛸蛾

蔵麗誰葱

物質の電気的性質には機械的性質(カ栄陛)､熱学約

性質光学性放射蛛磁性電気賊比が務官が築

これらの資料処理のうちでも今後特は着目すべきもの

は速度解析であろう｡前にも記したように現在の処

理方法で各層までの平均速度がかなり詳しく得られる｡

この平均速度分布から各層のそれぞれの地層速度分布は

すぐに得られる.この地層速度分布を着目地域内の各

地点毎ぽ求めればその地域内の特定地層はついての速

度分布図も得られる筈である｡しかしごのだめには

反射記録自体添明確なものでなければならず速度解析

処理や他の資料処理も高度なものを必要とする｡これ

らのことは現在でも個々の反射カ湖瞭に得られる地域

では可能であり今後の技術の進展につれ地層遠度分

布図からその地層内の砂岩一一貫砦比の算定きらに

は石油埋蔵量の推定を下す一連の処理方漆淋一般化す

ることも遠い夢では紬沈思渚)れる､.≡

(難翻嚢繍聯繁公鰯欝薬楽翻脇灘燦戴;部)

者は岩石の電気的性質紀ついて著弔詞すζ裟になりた､

岩石の力学的性質はついては砦荷物性研鏡⑳空観と

なっていろいろの角度がら研究淋続は塗れ概渇､岩

石の熱学的性質は最近籍しく研究き抗地球熱学&･う

分野も生れている.砦宥の沈学性研究は掛肴の顕微鏡

観察などを通じて岩有研究止必須のもので滋鴬澄慧とは

周知の通りである.砦珊の放射性は放射性の有様秘劫

られて未淀一値紀を経でいない秘急濫終研究され地史

学において決定的な役翻を果怒す樽霊汐郁喝｡徽睦

は古代より鉱物が保育するζあを認め蔭れていた今繍

では探鉱地吏研究に著しい茸献をする紀至った堵�


